




GaIactosemia のマス・スクリーニングの方法として Ga1-1-Puridyltransferase の assay

が広く使われている。この方法は Gal-1-P→GIucose 一 1 一 P→G-6-P→6-PG の一連の反応

を利用して Gal-1-Puridyltransferaseの活性を検出する方法である。この一連の反応に関

与する酵素の活性が低下した場合には,本法(Beutler テストと略)で陽性になる可能性が

ある。G-6-PD 欠損の Negrotype(A‾)では本法は正常者と変らない結果を示すと報告されて

いる。しかし溶血性貧血を起こす重症の G6PD 欠損症は Beutler テストでスクリーニングさ

れると報告されている①。日本でも年間 200 万人近い新生児が Beutlerテストで検査され

ている。しかし G6PD 欠損症がスクリーニングされたという報告はなかった。Beutlerテス

トで G6PD 欠損症のスクリーニングの可能性について検討した。 


